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１．はじめに 

 近年，農村部の水域で魚類の減少とその生息環境

の悪化が指摘され，その原因のひとつとして水路改

修による水域ネットワークの分断が挙げられている．

一部の生物種は水田と，ため池・水路，河川の間を移

動しながら生活環を全うし，一時的水域と恒久的水

域を連結する水域ネットワークが，魚類の種多様性

の維持に貢献している 1）．写真-1 は，その例となる

落差であり，地域では水域ネットワークの断点を修

復するための魚道が要望されている． 

 そこで本研究は，小規模な水路の落差部において，

通常時でも魚類の移動を可能とするための簡易的な

魚道を設置することを目的とした．そのために，先ず

は模擬的に室内実験（実魚を用いた挙動実験と水理

実験）を行った． 

2．実験概要 

 図-1，2に，実験に用いた水路式魚道の概要を示

す．先行研究 2）の結果を受けて，粗度群の凸部を下

流側に向けて設置した．また，粗度は現地の状況や入

手可能な資材等々を考慮し，図-3のとおりとした．

なお，粗度群間の間隔は，現地で低流量でも魚道内水

深を確保できるように，比較的短くした．本実験では

25 cm間隔としたが，状況に応じて変更することも可

能である．実験ケース一覧を表-1に示す．魚道内流

量は，現地での水理量計測を行った結果を反映させ

た．また，魚道長は 2 mおよび 2.5 mとしている．後

者は，魚道下流側の流速を低減することで，魚の魚道

内への進入のしやすさがねらいである．実魚には，体

長𝐵𝐿̅̅̅̅ =6.9～10.3 cm（平均体長𝐵𝐿̅̅̅̅ =8.6 cm）のウグイを

用いた．ウグイは，アユと同様に強い遊泳力があり，

比較的耐性が高いため，実験に適している．1回の実

験につき 10尾のウグイを用い，各ケース 3回の実験

を行った．なお，実験毎にウグイを 5 分間ほど実験

条件に慣れさせ，その後ウグイの遊泳行動を 30分間
撮影した．実験水温は 18.3～21.7 °Cであった．  

 

写真-1 水路における落差の例 

 

 

 

 

 

 

図-1 実験魚道側面図(魚道長 2m)  

 

 

 

 

 

 

図-2 実験魚道側面図(魚道長 2.5m) 

 

 

 

 

 

 

1)粗度配置 

 

 

 

 

 

2)粗度寸法 

図-3 粗度配置と寸法 
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表-1 実験ケース一覧 

Case Run 魚道勾配 魚道長さ 魚道内流量 密生度 

A 
A-1 

1/7 

2m 
6 l/s 

0.1 
A-2 2.5m 

B 
B-1 2m 

9.6 l/s 
B-2 2.5m 

 

図-4 各ケースにおけるウグイの遡上率 

 

3．実験結果 

図-4に，ウグイの遡上率を示す．遡上率は，RunA-

1 に比べて RunA-2 では 10%ほど向上した．これは，

魚道下流入口で塞き上げされ，魚道下流端の流速が

6𝐵𝐿̅̅̅̅  /s 程度まで低減されたためだと考えられる(図-

5)．CaseB は，魚道下流端の流速が 9𝐵𝐿̅̅̅̅ /s程度以上で

あり，CaseA に比べてウグイが魚道に進入しにくか

ったため，遡上率は向上できなったと示唆できる．ウ

グイの遊泳行動を確認したところ，ウグイは粗度群

間に定位後，遡上した．そこで，魚道内の流速に着目

した（図-6）．全てのケースにおいて，ウグイの遡上

経路である側壁付近流速は 8～16 𝐵𝐿̅̅̅̅ /𝑠程度であっ

た．そのため，ウグイは連続的に遡上することが困難

であり，流速が 1～2𝐵𝐿̅̅̅̅ /𝑠の粗度群間で定位したと考

えられる．また，粗度群間の流れは比較的安定してお

り，18分もの時間も定位していたウグイもいた． 

 以上より，魚道長が 2.5 m であると遡上率が高い

傾向にあるものの，現地では流量変動も生じ，簡易的

な魚道が望ましいといえる．遡上率に大きな差異が

見られなかったため，魚道長が 2 m であっても適用

可能であると考えている． 

4．まとめ 

 現地に設置する簡易的な魚道の方向性を見出した．

今後は，粗度群の設置間隔等の検討も行い，当該現地

に適した魚道を提案する． 
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図-5 魚道下流端における流速(z=2cm) 

 

 

 

 

 

 

 
 

1）RunA-1 

 

 

 

 

 
2）RunA-2 

 

 

 

 

 
3）RunB-1 

 

 

 

 

 
4）RunB-2 

図-6 各ケースにおける軌跡図と流速コンター図 
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